




4.まとめ 

思春期問題へのかかわりは机上の図解によるものではなく現実の地域の実状に根ざしたネ

ットワーク作りに基盤をおくものである。ネットワークとはこうあるべきというものでは

なく一つ一つの実例の積み重ねの中から築き上げられていくものであると思う。関係機関

の過密な都市部と不充分な地域とでは連携の方法にもちがいがある。多くの成功事例、失

敗事例に学びながらヒントを得、地域特性に馴染む相談システムを作り上げていくことを

急がねばならない。そのためには相談員のみでなくコミュニティーオーガナイザーの存在

も必要である。 

なおこの調査は日本家族計画協会と共同で行ったものであることを感謝して記します。 


